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西
多
摩
建
設
マ
イ
ス
タ
ー
受
賞 

 

「
青
梅
と
西
多
摩
の
街
づ
く
り
を
」 

山
崎
土
建
㈱ 

関
根
明
宏 

栄
誉
あ
る
西
多
摩
建
設
マ
イ
ス
タ
ー
を
受
賞
さ
せ

て
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
の
度
は
、
貴
協
会
員
で
あ
り
ま
す
岩
浪
建
設
㈱

を
通
じ
、
推
薦
し
て
頂
き
ま
し
た
。
岩
浪
建
設
と
弊

社
は
平
成
十
年
代
以
降
協
力
関
係
に
あ
り
、
公
共
・

民
間
を
問
わ
ず
共
に
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
近

年
は
主
に
東
京
都
発
注
の
道
路
橋
梁
維
持
工
事
で
、

青
梅
と
西
多
摩
の
街
づ
く
り
を
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。 

私
は
建
設
業
勤
続
二
十
四
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の

間
、
重
機
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
型
枠
工
事
の
技
術 

を
磨
き
、
ま
た
一
人
の
社
会
人
と
し
て
も
温
厚
か
つ

絶
え
ず
前
向
き
で
あ
る
よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

共
に
現
場
に
取
り
組
み
な
が
ら
感
じ
る
こ
と
は
、
元

請
業
者
の
現
場
代
理
人
の
方
の
苦
労
が
、
と
て
も
大

き
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
私
は
協
力
業
者
と
し
て
、

現
場
代
理
人
の
方
の
気
持
ち
や
考
え
方
を
十
分
に

察
し
、
そ
の
上
で
何
か
し
ら
の
提
案
を
し
よ
う
と
心

が
け
て
い
ま
す
。
ど
れ
だ
け
お
役
に
立
て
て
い
る
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
元
請
業
者
の
助
け

に
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

お
客
様
で
あ
る
発
注
者
の
方
に
対
し
、
協
力
業

者
が
直
接
話
す
機
会
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
も
の

の
、
そ
こ
で
の
言
葉
使
い
ひ
と
つ
を
取
っ
て
も
、

日
々
の
積
み
重
ね
で
信
頼
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
丁
寧
さ
を
大
事
に
仕
事

と
向
き
合
い
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
こ

れ
か
ら
は
特
に
若
い
人
と
触
れ
合
い
、
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
技
術
を
伝
え
て
い
く
所
存
で
す
。 

 

私
の
趣
味
は
車
で
す
。
仕
事
を
終
え
晩
酌
を
し

な
が
ら
、
テ
レ
ビ
で
Ｆ
１
観
戦
す
る
時
間
が
毎
日
の

楽
し
み
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
そ
う
や
っ
て
疲
れ
を
癒

し
、
明
日
へ
の
活
力
を
養
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
頂
い
た
建
設
マ
イ
ス
タ
ー
の
盾
と
賞
状
も
、
今

後
の
私
を
強
く
励
ま
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。 

 
 

 

優
良
工
事 

施
工
体
験
記 

 

「
総
力
を
あ
げ
て
の
復
旧
作
業
」 

㈱
フ
ジ
ワ
ラ
技
建 

令
和
元
年
十
月
六
日
に
発
生
し
た
台
風
は
、
わ
ず

か
三
十
九
時
間
で
中
心
気
圧
９
１
５
ｈ
ｐ
ｓ
と
な

り
、
猛
烈
な
勢
力
に
発
達
し
、
十
月
十
二
日
の
夜
に

伊
豆
半
島
に
上
陸
し
ま
し
た
。 

 
当
時
弊
社
は
、
道
路
橋
梁
維
持
工
事
（
単
価
契
約
）

を
受
注
し
て
い
た
事
も
あ
り
、
台
風
の
接
近
に
伴
い

前
日
の
夜
か
ら
自
社
詰
所
に
作
業
員
共
々
待
機
し
て

い
ま
し
た
。
十
二
日
の
朝
に
な
り
連
続
降
水
量
が
上

限
を
超
え
た
為
、
檜
原
街
道
十
里
木
付
近
に
て
檜
原

方
面
及
び
養
沢
方
面
が
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。 

雨
風
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
あ
き
る
野
工
区
管

内
に
お
い
て
も
至
る
所
で
土
砂
流
出
や
冠
水
の
連
絡

が
有
り
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
十

二
日
の
二
十
二
時
頃
に
新
た
な
連
絡
が
入
り
、
檜
原

街
道
荷
田
子
交
差
点
先
に
お
い
て
、
大
規
模
な
土
砂

流
出
の
為
通
行
不
能
状
態
と
の
事
で
し
た
。
早
速
現

地
に
行
っ
て
み
る
と
、
道
路
左
側
の
沢
か
ら
大
量
の

土
砂
（
約
７
０
０
㎥
）
が
流
出
し
道
路
が
激
流
の
川

の
様
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
状
況
を
写
真
に

記
録
し
、
担
当
工
区
に
報
告
し
ま
し
た
。 

 

台
風
と
い
う
自
然
の
驚
異
を
目
の
前
に
し
、
呆
然

と
し
な
が
ら
も
、
今
や
る
べ
き
最
善
の
対
応
は
何
な

の
か
を
考
え
ま
し
た
。
人
命
へ
の
被
害
の
確
認
、
周

辺
地
形
の
把
握
、
二
次
被
害
を
防
ぎ
な
が
ら
の
対
応

策
等
を
検
討
し
決
定
し
ま
し
た
。
現
場
の
北
側
に
は

秋
川
が
流
れ
、
そ
の
対
岸
に
は
旧
道
の
市
道
が
通
り
、

前
後
に
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
為
、
下
流

の
乙
津
橋
か
ら
上
流
の
青
木
平
橋
区
間
を
通
行
止
め

と
し
、
旧
道
の
市
道
を
迂
回
路
と
し
て
使
用
し
ま
し

た
。
そ
う
す
る
事
に
よ
り
、
現
場
で
は
流
出
し
た
土

砂
の
撤
去
作
業
を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
十
月
十

六
日
よ
り
下
り
（
五
日
市
方
面
）
車
線
を
解
放
し
、 

片
側
交
互
通
行
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
残
り
の

路
線
及
び
沢
の
土
砂
を
撤
去
し
、
十
月
二
十
九
日
に

全
面
通
行
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

 

災
害
時
の
復
旧
作
業
は
、
そ
の
時
の
迅
速
か
つ
正

確
な
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
復
旧
作
業
に
携
わ
っ

て
い
た
大
半
の
人
達
は
、
前
日
の
昼
間
よ
り
長
時
間

労
働
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
事
も
有
り
、
担
当
工

区
に
も
相
談
し
、
翌
日
の
作
業
を
中
止
と
し
ま
し

た
。
現
場
や
作
業
員
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
も
、

檜
原
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
を
迅
速
に
復
旧
す
る

事
が
求
め
ら
れ
る
中
、
現
場
作
業
を
一
旦
止
め
る
と

い
う
事
は
、
大
変
難
し
い
判
断
で
し
た
。
当
然
そ
れ

が
出
来
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
旦
作
業

を
止
め
た
事
に
よ
っ
て
御
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
結
果
的
に
は
、
そ
の
後
の
作
業
に
良
い
結

果
を
も
た
ら
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
時
の
復
旧
作
業
に
際
し
ま
し
て
、
あ
き
る
野
工

区
、
西
多
摩
建
設
事
務
所
、
そ
し
て
関
係
機
関
の

方
々
よ
り
ご
協
力
を
頂
い
た
こ
と
、
改
め
ま
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
度
、
「
西
多
摩
建

設
事
務
所
優
良
工
事
表
彰
」
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を

頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 
優
良
工
事 

施
工
体
験
記 

 
「
二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
早
期
完
工
」 

㈱
上
坂
重
機
開
発 

工
事
件
名 

秋
川
防
災
工
事 

 
 

 
 

（
３
１
西
建
そ
の
３
）（
緊
急
施
行
） 

現
場
代
理
人 

吉
澤 
守 

 

こ
の
度
、
令
和
二
年
度
建
設
局
災
害
復
旧
等
功

労
者
局
長
表
彰
と
い
う
私
共
に
と
り
ま
し
て
は
、
こ

の
上
な
い
名
誉
な
賞
を
い
た
だ
き
、
個
人
並
び
に
会

社
共
々
身
に
余
る
光
栄
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
東
京
都
西
多
摩
建
設
事
務
所
（
工
事
第
二
課
） 

か
ら
要
請
を
受
け
現
地
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
堤
防
が
約
１

８
０
ｍ
に
渡
り
決
壊
し
て
お
り
、
水
道
管
が
露
出
で
通
水
し
て

い
る
状
況
で
し
た
。
建
設
事
務
所
と
施
工
内
容
を
協
議
し
た
結

果
、
決
壊
し
た
部
分
に
応
急
仮
設
と
し
て
大
型
土
の
う
で
既
設

堤
防
高
を
確
保
す
る
よ
う
に
４
段
積
で
約
１
６
０
０
袋
設
置
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

現
地
の
状
況
か
ら
決
壊
し
た
左
岸
か
ら
の
重
機
搬
入
は
不
可

能
で
、
右
岸
よ
り
濁
流
高
水
位
の
な
か
搬
入
し
ま
し
た
。
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
と
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
瀬
替
え
を
行
い
、
左
岸
に
集
積
し

た
土
砂
で
仮
設
搬
入
路
を
設
置
し
資
材
を
搬
入
し
ま
し
た
。
大

型
土
の
う
は
１
断
面
で
１
０
袋
必
要
な
た
め
設
置
は
２
班
体
制

で
施
工
し
ま
し
た
。
資
材
を
同
業
者
と
の
協
力
の
も
と
最
短
期

間
で
搬
入
し
、
無
事
早
期
完
工
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
方
々
が
心
配
さ
れ
て
い
た
二
次
災
害
へ
の
不
安
も

少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
東
京
都
建
設
局
の
皆
様
並
び
に
地
域

住
民
の
方
々
や
関
係
各
所
の
皆
様
の
御
協
力
が
あ
り
ま
し
た
事

を
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
都
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、

ま
た
技
術
力
向
上
を
目
指
し
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

 

 

優
良
工
事 

施
工
体
験
記 

 

「
地
域
に
喜
ば
れ
る
工
事
」
～
施
設
見
学
会
の
実
施
～ 

成
友
興
業
㈱ 

 

工
事
件
名
：
街
路
築
造
工
事
（
３
０
北
南
－
三
鷹
３
・
２
・
２
） 

工
事
場
所
：
東
京
都
三
鷹
市
牟
礼
一
丁
目
地
内
か
ら
同
市
牟
礼

二
丁
目
地
内
ま
で
三
鷹
３
・
２
・
２ 

東
京
八
王
子
線 

東
八
道
路 

施
工
業
者
：
成
友
興
業
株
式
会
社 

監
理
技
術
者 

大
塚 

亘 
 

現
場
代
理
人 

加
藤 

雄
介 

工
期
：
平
成
三
十
年
七
月
二
日
か
ら
令
和
元
年
七
月
十
九
日 

本
工
事
は
、
こ
れ
ま
で
三
鷹
市
内
で
途
切
れ
て
い

た
東
八
道
路
を
、
放
射
五
号
線
を
経
由
し
、
国
道

二
十
号
へ
繋
ぐ
新
設
道
路
工
事
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
面
に
続
く
） 

現場全体 

施工現場 

作業中 

災害直後 
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  １月 事 業 報 告  

１３日 災害対策安全委員会 

１４日 事業委員会 

１４日 広報委員会 ３３０号編集 

１７日 総務委員会 

１８日 理事会 

  ２ 月 事 業 計 画  

７日 事業委員会 

１４日 広報委員会 ３３１号編集 

１４日 総務委員会 

１５日 理事会 

２１日 第２回 経営講習会 霞共益会館 

◇ あ と が き ◇ 

第 24回オリンピック冬季競技大会（2022／北京）が 2022

年 2月 4日から開催されました。 

 私が注目した選手はスノーボードハーフパイプの平

野歩夢選手（23歳）。個人的な趣味でスノーボードを学

生の頃にしていたので、気持ちを若返りさせテレビの前

にくぎ付け状態。平野選手は 2014年ソチ五輪・2018年

平昌五輪で惜しくも 2大会連続の銀メダリストだったの

で今年こそはと願いつつも、まだまだ海外勢（米国・豪

州）が強いスポーツだと思っておりましたが、決勝の 2

本目までは 2位そして逆転金メダルをかけての最終 3本

目には高難度の大技成功で逆転優勝！リプレイを何度

観ても興奮が冷めませんでした。あの高さに怖さは無い

の？横に縦に何度も回転して天地が分からなくなるの

では？と素人ながらに思いつつ、今後の更なる技術の向

上に期待したいと思います。 ～広報委員会～ 

 （
１
面
よ
り
） 

こ
の
度
、
弊
社
が
施
工
し
た
、
東
京
都
建
設
局

北
多
摩
南
部
建
設
事
務
所
発
注
の
街
路
築
造
工

事
に
お
き
ま
し
て
「
東
京
都
建
設
局
優
良
工
事
表

彰
」
と
い
う
名
誉
な
賞
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変
恐
縮
で
は
あ
り
ま

す
が
、
施
工
体
験
記
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

○
苦
労
し
た
点 

当
現
場
の
施
工
箇
所
は
、
平
行
し
て
走
る
人
見

街
道
が
あ
り
、
人
見
街
道
へ
繋
が
る
ア
ク
セ
ス
道

路
が
施
工
箇
所
を
斜
め
に
横
断
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
一
日
を
通
し
て
、
交
通
量
が
非
常
に

多
く
、
周
辺
の
道
路
環
境
を
考
慮
す
る
と
、
通
行

止
め
に
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い
く
か
が
最
大
の

課
題
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
新
設
道
路
上
り
線
側
に
仮
舗
装
を
行
い
、

ア
ク
セ
ス
道
路
を
切
り
回
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
下
り
線
側
及
び
上
り
線
半
分
の
作
業
ス
ペ
ー

ス
が
確
保
で
き
、
路
床
改
良
か
ら
街
築
、
車
道
舗

装
ま
で
一
連
で
の
施
工
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
次

に
、
施
工
が
完
了
し
た
部
分
を
ア
ク
セ
ス
道
路
と

し
使
用
す
る
こ
と
で
、
残
り
の
上
り
線
の
施
工
を

行
い
ま
し
た
。
道
路
利
用
者
が
困
惑
し
な
い
よ

う
、
お
知
ら
せ
看
板
や
案
内
図
の
設
置
な
ど
事
前

の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
は
留
意
し
ま
し
た
。 

〇
工
夫
し
た
点 

 

今
回
の
工
事
は
交
通
解
放
を
し
た
後
に
中
央

分
離
帯
の
設
置
が
必
要
で
し
た
。
交
通
解
放
を
す

る
ま
で
の
間
、
現
道
と
し
て
車
両
の
通
行
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
交
通
解
放
を
し

た
後
、
現
場
打
ち
に
て
中
央
分
離
帯
を
設
置
し
た

場
合
、
施
工
日
数
が
か
か
る
他
、
車
道
舗
装
に
も

打
ち
継
ぎ
目
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

特
注
品
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
エ
プ
ロ
ン
ブ
ロ
ッ
ク

を
製
作
し
設
置
す
る
こ
と
で
、
交
通
解
放
後
に
歩

車
道
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
と
分
離
帯
内
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
作
業
の
み
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
交

通
解
放
後
の
工
事
に
よ
る
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

工
事
件
名 

道
路
災
害
防
除
工
事
（
３
１
西
の
８
） 

監
理
技
術
者
兼
現
場
代
理
人 

 

市
川 

徹 
 

こ
の
度
、
弊
社
が
施
工
し
た
、
東
京
都
西
多
摩
建
設

事
務
所
発
注
工
事
、
道
路
災
害
防
除
工
事
（
３
１
西
の

８
）
に
お
き
ま
し
て
、
「
令
和
二
年
度
東
京
都
建
設
局
優

良
工
事
表
彰
」
と
言
う
大
変
に
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
、

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
無
事
故
で
、

苦
情
も
な
く
、
竣
工
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
本
工
事

は
道
路
に
面
し
た
斜
面
の
岩
塊
を
除
去
す
る
と
と
も

に
、
露
出
岩
に
対
し
て
は
、
ロ
ー
プ
伏
工
を
施
し
、
落

石
に
よ
る
災
害
を
事
前
に
防
止
す
る
工
事
で
す
。 

主
な
工
種
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

岩
塊
除
去
工
：
２
１
個
（
２
㎥
）
、
ロ
ー
プ
伏
工
（
金
網

併
用
）
：
９
０
０
㎡
、
仮
設
工
：
一
式 
 

 

施
工
場
所
は
檜
原
村
及
び
そ
の
先
の
甲
武
ト
ン
ネ
ル
や

奥
多
摩
周
遊
道
路
へ
通
じ
る
道
路
の
上
斜
面
で
あ
り
、

自
動
車
及
び
二
輪
車
の
通
過
交
通
が
多
い
箇
所
で
渋
滞

や
交
通
事
故
防
止
の
為
、
交
通
規
制
時
間
を
最
小
限
に

減
ら
す
よ
う
に
資
機
材
の
荷
下
ろ
し
回
数
を
念
密
に

 
 

 
 

 

 

優
良
工
事 

施
工
体
験
記 

 

「
無
事
故
無
災
害
を
目
指
し
て
」 

㈱
馬
場
組 

 
 

計
画
し
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
工
事
施
工
中
の
落
石
対
策
と

し
て
仮
設
落
石
防
止
網
を
何
重
に
も
め
ぐ
ら
せ
る
と
共
に
、

岩
塊
に
ワ
イ
ヤ
ー
リ
ン
グ
を
設
置
す
る
等
し
て
、
安
全
対
策

に
様
々
な
創
意
工
夫
を
行
い
落
石
災
害
の
未
然
防
止
に
取

り
組
み
ま
し
た
。 

 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
方
々
、
協
力
業
者
様

等
関
係
者
各
位
に
深
く
感
謝
し
、
よ
り
一
層
の
技
術
力
向
上

と
無
事
故
無
災
害
を
目
指
し
地
域
貢
献
に
努
め
て
参
り
ま

す
。 
 

 

 

 

現場見学会 施工現場 

施工現場１ 

施工現場２ 


